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の損害については、弊社は一切その責任を負いかねますので予めご了承下さい。●本カタログに記載された写真、内容及び製品の仕様は改良のため予告なく変更することがあります。●本カタログに表記されている内容及び
表現は2020年 10月現在のものです。

「CB-BOX-Self」は、低価格の Android 端末とアプリをご⽤意しており、操作もシンプルで簡単。ドロアーの代わり
としてもご利⽤いただけます。また、Androidで簡易制御が出来るため、幅広い分野での利⽤が可能です。
電⼦マネーや QR 決済を導⼊している店舗での平均的な⽀払⾦額は、半数以上の⽅が 1,000 円未満、約 9 割の⽅が
5,000 円未満 (※1) であることから、CB-BOX-Self の使⽤可能⾦額は 10 円から約 4,000 円まで (※2) と、低額のや
り取りを対象としております。
 また、本端末は機能⾯でのコストと、銀⾏での両替⼿数料等により店舗側でもコストが⼤きく変わることから
1円、5円硬貨は使⽤できない仕様となっております。
※1 楽天インサイト調べ（2020年 6⽉）  ※2 千円紙幣の最⼤投⼊枚数が4枚
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使用紙幣：1,000円札　収納枚数：95枚　紙幣挿入方向：長手表・裏4方向

使用硬貨：10 円、50 円、100 円、500 円（2021 年新 500 円準対応）硬貨
の還流式を採用

W370×H620×D150（mm）　※転倒防止板を除く

15Kg　※硬貨を除く

AC100V±10%（50/60Hz±1Hz）

待機時 16W　定格 31W（50/60Hz）

CBEZ-Pro4.03B

Windows/Android: 簡易制御ライブラリ方式　or
Windows/Android: 簡易コマンド方式

温度 0-40℃、湿度 10-90％（結露なきこと）

4桁（7セグメント LEDモジュール）表示

USB Revision2.0/1.1 準拠　Bコネクタ USB Bus Powered Configuration

低額用セミセルフ精算機　CB-BOX-Self

安心安全を共に作る現金決済端末

CB-BOX-SelfCB-BOX-Self

⽀払⾦額を表⽰（4桁）

千円紙幣投⼊⼝（最⼤4枚）

硬貨投⼊⼝（新500円硬貨対応）

返却ボタン（特許出願済）

おつり出⼝

⾶沫防⽌パネル

鍵

転倒防⽌板

セキュリティスロット

電源ケーブル（AC100V） USBケーブル抜け防⽌

USB端⼦

背⾯扉10円、50円、100円、500円硬貨

充電クレードル
タブレット

タブレット端末
設置場所

決済端末（有線、Bluetooth）QR、クレジット、電子マネー接続可能

システム構成
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バーコードリーダー
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Windowsタブレット
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Windowsタブレット
androidタブレット

USBホスト接続

USB ホスト接続可能
レシートプリンタ

精算のオペレーション
・オーダーを取る、バーコード発券・精算 ・バーコードで集計
・タブレットで入力 ・QR、クレジット決算

バーコードリーダー

タワー積層
信号灯

コインメック
メインカセット

ビルバリ
スタッカ容量 タブレット

飛沫防止用
アクリル板



現金決済と電子マネー 新しい決済端末【 CB-BOX-Self 】
キャッシュレス時代となりつつある現代では、電⼦マ
ネーや QR 決済を導⼊する店舗が多くなりましたが、
導⼊する店にとってはメリットだけでなくデメリットが
あります。
● 都⼼以外ではキャッシュレス決済の導⼊率が低い
● 初期費⽤や⼿数料などコストがかさむ
● ⼊⾦までのタイムラグが⽣じる

またキャッシュレス化の⼀⽅で、⽇本国内ではまだまだ現⾦決済が使われている現状があります。
ただ、現⾦の利⽤には下記のような多くの問題があるため、 解消⽅法の⼀つとして釣銭機を使ったセルフレジが
増えてきました。しかし、釣銭機は⾼性能な半⾯とても⾼価な機械である
ことから、コストの⾯でもハードルが⾼く店舗によっては導⼊を断念してい
るところも多く存在しています。

●トラブル発⽣時に⼈⼿不⾜で対応が困難
● レジ前の混雑がなかなか解消できない
● 複雑なレジ操作による新⼈教育等が困難
● お⾦に触れた⼿で⾷べ物に触りたくない
●ドロアーの利⽤は違算の問題にもつながる
● 新 500 円硬貨発⾏後の混乱とトラブル
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硬
自動販売機、自動精算機、　パーキング、フォトプリント機、

複合機、輪転機等、30　年以上前から使われている

コインメック（電子式硬貨選別機） とビルバリ（紙幣識別機）を使った

新しいソリュー　ションをご覧下さい。

商品⼊⼒と精算部分を分
けることで効率アップ

従業員1⼈が顧客1⼈に
かかりきりにならないので
レジ待ちの時間短縮

複雑な⽀払⽅法はなく、
少数ボタンでの操作。
現⾦のみの対応

衛⽣⾯から従業員が最後
まで現⾦に触れない

現⾦受渡による会計ミス
をなくす

2021 年度上旬に発⾏さ
れる 500 円硬貨対応

（正式発⾏⽇は未公表）

POSプリンター搭載可能

使い方は簡単
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